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［学びの目標］が三つの理由 

 新学習指導要領では、資質・能力の三つの 

柱に基づき目標や内容が整理されました。 

 

全ての教科等の目標及び内容を「知識及び技能」，

「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，

人間性等」の三つの柱で再整理した。 

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 美術編p.3 

  

本教科書もそれに合わせることで、指導と評価

をしやすく、また学校のカリキュラム編成も組

みやすいようにしました。 

 

 

新学習指導要領の “教科の目標” に沿って、 

教科書の［学びの目標］も三つの観点に設定しました。 

各目標の文末を変えると、

そのまま＜評価の観点＞に

なるため指導と評価を一体

的に行えます。 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

評価にも使えます。 



美術科ならではの見方を育む「造形的な視点」 

２ 

クラスや生徒の状況に合わせた多様な授業ができるように、 

授業構成の自由度を持たせつつ、どのような立場の先生においても、

学びがきちんと押さえられる紙面づくりを目指しました。 

造形的な見方を身に付けるためのヒントを提示しています。 

対象図版を指した具体的な問いかけで、生徒が自ら考える

きっかけになったり、友達と意見交換することで見方が広

がったりするなど、深い学びにつながります。 

造形的な視点と、学びの目標の「知識」には双方に〔共通

事項〕の内容が含まれており、関連付けて学習ができます。 

 



美術１ p.16-17「なぜか気になる情景」を基に授業展開の一例を紹介します。

詳しくは 
内容解説資料も 

合わせてご覧ください。 

展
開 

評
価 

 
 
導
入 

表現鑑賞 

授業の場合 

(４～６時間) 

導入に使えるタイトルと主文 

分かりやすい具体例を示し、 

生徒一人一人の豊かな発想を 

引き出します。 

［学びの目標］で、学びのね

らいを共有できます。 

発想や構想を深める情景写真

で生徒の主体性を育みます。 

 

見方を深める発問 

［学びの目標］の知識〔共通

事項〕に関連した具体的な問

いかけで、主体的・対話的で

深い学びにつながります。 

多彩な作品、作者の言葉を通

し見方や感じ方が深まります。 

表現活動においては構想を練

るヒントになります。 

資料ページへのリンク 

題材や制作に関連する学習内容

を確認できます。 

 

 
 
導 
入 

評
価 

鑑賞 

授業の場合 

(１～２時間) 

振り返りに活用 

３ 

本題材では、「身近な場所のイメージなどと、形や色彩、構図などの工夫について考える」という、 

中心となる考えを押さえることで鑑賞のみの授業として行うこともできます。 

短時間の鑑賞授業でカリキュラム編成が組みやすく、生徒もさまざまな見方・考え方に出会うことができます。 

 
展
開 

「表現や鑑賞する活動
の題材」は、鑑賞のみ
で行うこともできます。 
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指導と評価の一体化 授業がしやすい教科書 

詳しくは 
内容解説資料も 

合わせてご覧ください。 

［学びの目標］を育成すべき資質・能力の三つの柱で整理、 

  文末を変えることで＜評価の観点＞にも活用できます。 

※教師用指導書にも評価の観点を掲載 

 しています。 

造形的な視点を豊かにするために必要な知識＝〔共通事項〕の内容 

知識及び技能 

思考力，判断力，表現力等 

学びに向かう力，人間性等 

表現における発想や構想 

に関する資質・能力 

主体的に学習に取り組む態度や，豊かな感性や情操など 

発想や構想と鑑賞の双方に重なる資質・能力＝中心となる考え 

創造的に表す技能 

※鑑賞授業の場合は、創造的な技能と発想や構想の能力は目標からはずします。 

造形的な視点を豊かにするために必要な知識＝〔共通事項〕の内容  
て表している。 
 

 
したりしている。 

 

 
取り組もうとしている。 

 

鑑賞における見方や感じ方 

に関する資質・能力 

［学びの目標］ ＜評価の観点＞ 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に 
取り組む態度 


